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佐々波楊子教授略歴•著作目録

* 1998年 3 月31日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴•著作目録 

を次頁に掲載します。

本誌編集委員会



佐々波楊子教授略歴•著作目録

専 門 分 野

国際経済学

学 歴

1955年 3 月慶應義塾大学経済学部卒業

1957年 6 月ハーバード大学博士課程修了経済学修士号授与

1968年 3 月慶應義塾大学経済学博士号授与

職 歴

1959年 2 月〜1962年 3 月 国連本部経済調査官

1962年 4 月〜1963年 8 月 慶應義塾大学産業研究所助手

1963年 9 月〜1967年 3 月 慶應義塾大学産業研究所専任講師

1967年 4 月〜1968年 3 月 慶應義塾大学産業研究所助教授

1968年 4 月〜1972年 3 月 慶應義塾大学経済学部助教授

1972年 4 月〜現在 慶應義塾大学経済学部教授

塾外学職兼務

1 . 1978 ~ 1986年 外 務 省 海 外 移 住 審 議 会 委 員

2 . 1981~ 1982年経済企画庁経済審議会長期展望国際経済小委員会委員

3 . 1984〜1989年中小企業庁中小企業安定審議会委員

4 . 1985〜1987年 外 務 省 新 ラ ウ ン ド 懇 談 会 委 員

5 . 1984〜1989年 大 蔵 省 関 税 率 審 議 会 委 員

6 . 1985~1993年 大 蔵 省 金 融 制 度 調 査 会 委 員

7 . 1987~1995年 大 蔵 省 財 政 制 度 審 議 会 委 員

8 . 1984~現 在 東 京 都 庁 中 小 企 業 調 停 審 議 会 委 員

9 . 1991〜 現 在 経 済 企 画 庁 経 済 審 議 会 委 員

1997年12月 1 日現在
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10. 1990 ~現在 国際文化会館評議員

11. 1993〜現在 通商産業省産業構造審議会委員

12. 1994 ~現在 通商産業省商品取引審議会委員

13. 1994 ~現在 外務省日米教育フルブライト委員会日本側委員

14. 1994〜現在 総務庁高度情報通信社会推進本部有識者会議委員

15. 1995 ~現在 公正取引委員会独占禁止懇話会委員

16. 1995〜現在 キャノン基金日本側委員

17. 1996〜現在 経済企画庁市場開放問題苦情処理推進会議委員

18. 1997〜現在 通商産業省貿易保険審議会委員

主要著書論文等

I . 著 書 （邦文）

1 . 『経済成長と国際競争力』東洋経済新報社，1968年。

2 . 『国際分業と日本経済』東洋経済新報社，1980年。

(1980年度各務記念財団最優秀図書賞）

3 . 『貿易調整のメカニズム』文真堂，浜ロ，千 田 共 著 1988年。

4 . 『サービス貿易理論 . 現状 • 課題』東洋経済新報社，浦 田 共 著 1990年。

5 . 『日欧競争と強調の新時代』文 新 堂 J - L .ムキエリ共編著 1993年。

6 . 『産業内貿易』文 真 堂 監 訳 P.K.M•サラカン= ヤコブ . コ ル 編 著 1993年。

7 . 『内外価格差の経済学』東洋経済新報社，浦田，河 井 共 著 木 村 解 説 1996年。

8 . 『W T O で何が変わったか』 日本評論社，中 北 共 編 著 1997年。

I I . 論 文 （邦文）

1 . 「戦前綿紡績業における市場構造と投資」（川島楊子）『経済研究』第10卷第 3 号 1959年。

2 . 「東南アジア第一次商品輸出の問題点」（川島楊子）『三田学会雑誌』第56卷第 2 号，1963年。

3 . 「東南アジア諸国における二重経済構造と1950年代の工業化の進展」（川島楊子）『三田学会雑誌』第 

56卷第11号，1963年。

4 . 「東南アジア諸国における資本形成の動向」（川島楊子）『三田学会雑誌』第56卷第12号，1963年。

5 . 「国際貿易理論における実証的分析」（川島楊子）『三田商学研究』第 6 巻第 2 号，1964年。

6 . 「比較生産性原理の妥当性—— 実証分析の立場から」（川島楊子）『世界経済評論』Vol.8 No.4 1964

年。

7 . 「労働生産性，能率賃金及び輸出競争力に関する一試論」（川島楊子）『産業研究』第 1 号，1964年。

8 . 「経済成長と国際競争力」（川島楊子）『産業研究』第 2 号，1964年。
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9 . 「国内物価と輸出価格の変動」（川島楊子）『三田学会雑誌』第57卷第10号，1964年。

1 0 .「購買力平価と賃金水準」『三田学会雑誌』第59卷第 4 号，1966年。

1 1 .「世界貿易拡大のための諸政策I .  I I」『三田学会雑誌』第61巻第11号，1968年 

第62卷第 8 号，1969年。

1 2 .「新貿易立国論：輸出入構造はこう変わる」『季刊中央公論•経営問題』臨時増刊円問題特集号， 1971

年。

1 3 .「先進国型国際分業のメカニズム—— 工業製品貿易についての一試論—— 」『三田学会雑誌』第66巻 

9 号，1973年 9 月。

1 4 .「経済成長と輸入構造」共 著 相 良 準 ， 『1980年代の世界貿易』第 5 巻，世界経済協会，1974年。

1 5 .「国際収支構造の国際比較」『国際金融講座』第 2 巻，東洋経済新報社，1975年。

1 6 .「産業内分業と国際貿易」浜ロ共著，『三田学会雑誌』第69巻第 5 号，1976年。

1 7 .「わが国貿易構造変化への視角」『週刊東洋経済 • 近代経済学シリーズ』1977年 7 月号

1 8 .「E E Cにおける産業内分業の進展（1962〜72年）『三田学会雑誌』第71卷第 2 号，1978年。

1 9 .「輸出はこのままでよいのか」『日本経済の進路—— 混迷する世界経済と日本の対応』総合研究開発 

機構編，東洋経済新報社，1979年。

2 0 .「通商政策と産業調整」 『対外経済政策研究グループ報告書』大平内閣政策研究会，1980年 4 月。

2 1 .「輸入需要の理論と計測⑴⑵」『三田学会雑誌』菊 地 共 著 第 73卷第 6 号，1980年。第74卷第 4 号， 

1981年。

2 2 .「通商政策の課題」『国際化時代の新経済』内田忠夫編，講談社，1982年 6 月。

2 3 .「貿易摩擦への対応」『経済セミナー』1982年 9 月。

2 4 .「産業内分業と製品差別化」小野田共著，『三田学会維誌』第75卷第 4 号，1982年。

2 5 .「日本の貿易政策」『現代経済』1983年 9 月。

2 6 .「日本貿易の展望」『どうなる世界貿易と日本』島野卓弥編，通商産業調査会，1983年 3 月。

2 7 .「変動相場制と日本の製品輸入」『現代経済』1983年 6 月。

2 8 .「市場開放の重要性と内需拡大の緊急性」 『貿易と関税』33卷10号，1985年10月。

2 9 .「日米貿易の構造分析」『三田学会雑誌』松 村 共 著 第 78卷第 3 号，1985年。

3 0 .「貿易摩擦 - 1986—— アメリカの論理と日本の対応—— 」『貿易と関税』1986年 1 月。

3 1 .「最近の国際経済動向と先進諸国の政策協調」『国際問題』1986年 3 月。

3 2 .「輸出入関数の計量分析：方法論的展望 I ， I I，III」浜ロ共著他，『三田学会雑誌』79卷 1 号， 2 号， 

4 号，1986年。

3 3 .「サービス貿易の自由化とは何か」『貿易と関税』1988年 1 月号。

3 4 .「サービス貿易問題」 『やさしい経済学』 日本経済新聞社， 6 月 9 日〜15日 1988年。

3 5 .「外国人労働者の受入れサービス貿易の視点必要」『経済教室』 日本経済新聞社，1989年 2 月 2 日。
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サービス貿易自由化の視点」『経済セミナー』1988年12月。

多国間繊維取極めとガット体制」浦田共著，『国際問題』1989年12月。

E C の市場統合—— 期待と懸念—— 」『かんぼ資金』1989年12月号。

ガットとサービス貿易」『貿易と関税』1990年 3 月。

ウルグアイ • ラウンドの評価と展望」小宮隆太郎/ 横堀恵一/ 中田哲雄編世界貿易体制，東洋経 

済新報社，1990年。

ガットと新分野」『三田学会雑誌J 第83卷特別号一II，1991年 3 月。

サービス貿易とW T 0 構想」『世界貿易機構（W T 0 ) に関する研究J 日本国際問題研究所，1992 

年 3 月。

世界経済秩序の構築とガット• ウルグアイ . ラウンド」 r 日本経済研究センター会報663号J 1992年 

9 月。

ガットと地域的貿易取り決め」『公正取引J 1993年 2 月号。

戦後日本の貿易政策」 r経済セミナー』1993年 6 月号。

新しい国際貿易体制の構築に向けて」『国際問題』1993年 7 月号。

内外価格差の経済学」（浦 田 • 河井と共著） 『経済セミナーJ 1993年 8 月号。

輸入規制の緩和と経済体質の改善」『経営者』1993年 9 月号。

規制緩和はなぜ必要か」 f経済セミナー』1994年 1 月号。

内外価格差と貿易保護のコスト」『やさしい経済学』 日本経済新聞社， 2 月22日〜2 月28日 1995

年。

W T 0  “競争” で日本注視」『経済教室』 日本経済新聞社， 5 月 4 日 1995年。

為替变動に対する日本企業の価格行動に関する調査研究」（木村 • 河井 • 田中共著）財団法人産業研 

究所，1995年 5 月。

中国沿海地域の経済開発—— 江鮮省のケース—— 」学術月報，1995年11月。

貿易 • 投資の自由化と円滑化—— A PE C枠組みの必要性—— 」アジア経済研究所『ワールド. トレ 

，ド』1995年11月。

ボスト . ウルグアイ . ラウンドの課題とW T 0」『国際経済J 第46巻第 2 号，1995年。 

G A T T / W T 0 新たな枠組みとその課題」『経済セミナーJ 1996年 6 月号。

投資 • 競争，W T 0 で課題」『経済教室J 日本経済新聞社，1996年12月 9 日。

海外直接投資と貿易—— 日本の企業内貿易について」『三田学会雑誌』90卷 3 号，1997年。

I I I .論 文 （英文）

1 . “Research on the Japanese Economy” (Yoko Kawashima) Keio Economic Studies Vol.l, 1963.

2 . “Role of Japan in the Development of E ast-W est Economic Relationship in the 1980s.” in ed. G.
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Schiavone, East- West Relations ; Prospects for the 1980s, Macmillan Press. 1982.

3 . “Possibilities of Expanding In tra-Industry T rade in Japan” Keio Economic Studies, Vol.X VIII， 

No., 1982.

4 . “Japanese T rade after the Oil Crisis—A Structual Approach” Journal of Japanese Trade and 

Industry，M ay/June, 1983.

5 . “Japanese T rade Liberalization; An Assessment of the Implications for Southeast Asian Coun­

tries” in ed. W.F.Gossling, Western Pacific Trade, Input-Output Publishing Co.Suffalk U.K., 1984.

6 . “Elasticity Approach to U.S. —Japan Bilateral T rade” with A.M atsumura, Keio Economic 

Studies，Vol.XXII, 1985.

7 . “Some Policy Implications of In tra-Industry T rade for Japan” in eds. Greenaway D.and P.K.M. 

T harakan, Imperfect Competition and International Trade, W eatsheaf, 1986.

8 . “Japanese T rade in Pacific Rim—Relationship between T rade and Investm ent” in ed. P.N. 

Nemetz, The Pacific Rim: Investment, Development and Trade, University of British of Columbia 

Press, 1986.

9 . “The Uruguay Round—A Role Japan Can P lay” Look Japan, December, 1986.

10. “Japan’s T rade and Investment in Finance, Information and Communication and Business 

Services” in eds. Lee, Chung and Seiji N aya Trade and Investment in Services in the Asia-Pacific 

Region, W est view Press, 1987.

1 1 . "Telecommunication and Information Services” in eds. L.V. Castle and C.Findlay Pacific Trade 

in Services Allen & Unwin, The A ustralian N ational University 1988.

12. “Recent Trends in Japanese T rade and Capital F low -Japan vs W estern Europe and Asia” Keio 

Economic Studies，VolumeXXV N o .1 ，1988.

13. “T rade and Investment Patterns and Barriers in the United States, Canada, and Japan” in ed. 

Robert M.Stern U.S.-Canadian Trade and Investment Relations with Japan. University of 

Chicago Press. 1989.

14. “Perspectives on the Declining Current Account Surplus” Japan Review of International Affairs 

Vol.4, No.2, F all/W inter 1990.

15. “Cee-Giappone; verso piu stretti legami economic” Political international aprile-giugno 1991.

16. “Determinants of Japanese Foreign Direct Investm ent—locational A ttractiveness of European 

Countries to Japanese M ultinationals—” Special Issue of Revue Economique May, 1992.

17. “Globalization Strategy of Japanese M anufacturing Firm s and Its Impact on T rade Flows 

between Europe, Asia and N orth A m erica” (Japanese Translation) in eds. J.-L.Mucchielli and Y. 

Sazanami Nichio, Kyoso to Kyocho no Shinjidai Bunshindo, 1993.
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18. “Japanese Service Enterprises in the Pacific” in eds. G.K.Sletmo and G.Boyd Pacific Service 

Enterprises and Pacific Cooperation W estview Press 1994.

19. “Japanese Industrial Policy” in eds. G.K.Sletmo and G.Boyd Industrial Policies in the Pacific 

W estview Press 1994.

20. “M easuring Cost of Protection in Japan” with S.U rata and H.Kawai Institute of International 

Economics 1995.

2 1 . “Post—Uruguay Round Issues and the W orld T rald  Organization” Japan Review of International 

Affairs Spring 1995,

22. “Strategies of Japanese multinationals: changes in the locational importance of Asia, EC and 

North Am erica” with Wong Yu Ching, eds. P.Buckley and J.-L.Mucchielli, Multinationals Firms 

and International Relocation Elgar 1997.

23. “Globalization and Regionnalization: Japanese M ultinational Enterprises in the Asia-Pacific" 

Journal of Asian Economics，Vol., N u m b er.1，1997.

24. “Sectoral Price Movements Under the Yen A ppreciation” with F. Kimura and H. Kawai Journal 

of Japanese and International Economies December, 1997.

“Book Review, The East Asian Miracle; Economic Growth and Public Policy. A W orld Bank Policy 

Research Report■” Oxford University Press, The Journal of Asian Studies Feb. 1995.
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